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(57)【要約】
【課題】　簡易な構成で、室内または室外の座を小さく
することが可能なハンドル装置の提供。
【解決手段】　扉３の室外側のハンドル８３に取り付け
られ、扉３の室内側へ突出して設けられる接続部材８５
と、室内側の座３１に回動可能に保持され、ラッチ錠２
のラッチボルト８を後退可能状態に切替える第二作動部
材８９と、扉の室内側において接続部材８５と第二作動
部材８９とを連結する操作機構８７とを有する。操作機
構８７は、第一連動部材１０１と第二連動部材１０３を
有し、第一連動部材１０１は室内側の座３１に回動可能
に保持されると共に接続部材８５に枢着されており、第
二連動部材１０３は第一連動部材１０１に枢着されると
共に第二作動部材８９に枢着されており、ハンドル８３
が操作されることで操作機構８７が作動して第二作動部
材８９を軸７５まわりに回動させてラッチ錠２を解錠す
る。
【選択図】　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラッチボルトが進退可能に設けられると共に突出方向へ付勢された扉錠と共に用いられ
るハンドル装置であって、
　扉の室内側または室外側のうち、一方のハンドルに取り付けられ、他方へ延出して設け
られる接続部材と、
　前記ラッチボルトを後退させるか、後退可能状態に切替える作動部材と、
　扉の内部または扉の前記他方において前記接続部材と前記作動部材とを連結し、前記一
方のハンドルの押しまたは引き操作により前記作動部材を操作して、ラッチボルトを後退
させるか、後退可能状態に切替える操作機構と
　を備えることを特徴とする扉錠用ハンドル装置。
【請求項２】
　前記作動部材は、扉の前記他方から扉錠の錠ケースに差し込まれており、
　前記操作機構は、前記一方のハンドルの押しまたは引き操作による前記接続部材の室内
外方向の移動に伴って、前記作動部材に連結される部材を上下動させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の扉錠用ハンドル装置。
【請求項３】
　前記操作機構は、
　扉の内部または扉の前記他方において回動可能に保持され、前記接続部材に回動可能に
連結される第一連動部材と、
　この第一連動部材に回動可能に連結されると共に、前記作動部材に回動可能に連結され
る第二連動部材と
　を備えることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の扉錠用ハンドル装置。
【請求項４】
　扉の室内側または室外側のうち、他方のハンドルに連結部材が設けられており、
　この連結部材は、前記操作機構に連結されており、
　前記他方のハンドルの押しまたは引き操作により前記操作機構が前記作動部材を操作し
て、ラッチボルトを後退させるか、後退可能状態に切替える
　ことを特徴とする請求項３に記載の扉錠用ハンドル装置。
【請求項５】
　前記第一連動部材および前記作動部材は、扉の前記他方に設けられた座に回動可能に保
持されており、
　前記一方のハンドルおよび前記他方のハンドルは、室内外方向片側へ付勢されており、
　前記接続部材および前記連結部材には、室内外方向に長い穴または溝が形成されており
、
　前記接続部材および前記連結部材は、前記第一連動部材に設けられたピンが前記穴また
は溝に差し込まれて前記第一連動部材に回動可能に連結されており、
　前記一方のハンドルの押しまたは引き操作時には、前記連結部材が移動することがなく
、前記他方のハンドルの押しまたは引き操作時には、前記接続部材が移動することがない
　ことを特徴とする請求項４に記載の扉錠用ハンドル装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、扉錠用のハンドル装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　周知のとおり、扉には、ラッチ錠や電気錠などの各種扉錠が設けられている。ラッチボ
ルトを有する扉錠の場合、そのラッチボルトを後退させる、または後退可能状態とするた
めに、各種のハンドル装置が用いられており、たとえば、下記特許文献１に開示されるよ
うに、プッシュ・プル式のハンドル装置が使用されている。
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【０００３】
　このプッシュ・プル式のハンドル装置は、特許文献１の図２において示されるように、
扉の室内側および室外側にそれぞれ座が固定されており、この各座にハンドルが設けられ
ている。そして、ハンドルを押すまたは引くことでラッチボルトを後退させることが可能
となり、開扉の操作が容易である。
【特許文献１】特開２０００－１１０４２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のプッシュ・プル式のハンドル装置の場合、ラッチボルトを後退さ
せるための機構を構成する複数の部材が、各座にそれぞれ収容されていたために室内側お
よび室外側の座が共に大きくなってしまっていた。そのため、座がハンドルより大きくは
み出していたり、扉からの突出量が大きくなっていたりして、たとえば室外側から見た際
に、見栄えがあまり良くなく、意匠性に乏しいものとなっていた。
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、簡易な構成で、室内または室外の座を小さくするこ
とが可能なハンドル装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、前記課題を解決するためになされたものであり、請求項１に記載の発明は、
ラッチボルトが進退可能に設けられると共に突出方向へ付勢された扉錠と共に用いられる
ハンドル装置であって、扉の室内側または室外側のうち、一方のハンドルに取り付けられ
、他方へ延出して設けられる接続部材と、前記ラッチボルトを後退させるか、後退可能状
態に切替える作動部材と、扉の内部または扉の前記他方において前記接続部材と前記作動
部材とを連結し、前記一方のハンドルの押しまたは引き操作により前記作動部材を操作し
て、ラッチボルトを後退させるか、後退可能状態に切替える操作機構とを備えることを特
徴とする扉錠用ハンドル装置である。
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、扉の室外側または室内側の一方のハンドルにより扉錠
を解錠するための操作機構が扉の内部または他方に設けられることで、扉の一方に設けら
れる座を小さくすることができ、見栄えがよく、意匠性に優れた製品とすることができる
。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、前記作動部材は、扉の前記他方から扉錠の錠ケースに差し込
まれており、前記操作機構は、前記一方のハンドルの押しまたは引き操作による前記接続
部材の室内外方向の移動に伴って、前記作動部材に連結される部材を上下動させることを
特徴とする請求項１に記載の扉錠用ハンドル装置である。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、従来の扉錠を簡易な構成および動作で解錠することが
可能となる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、前記操作機構は、扉の内部または扉の前記他方において回動
可能に保持され、前記接続部材に回動可能に連結される第一連動部材と、この第一連動部
材に回動可能に連結されると共に、前記作動部材に回動可能に連結される第二連動部材と
を備えることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の扉錠用ハンドル装置である。
【００１１】
　請求項３に記載の発明によれば、操作機構を一層簡易な構成とすることができる。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、扉の室内側または室外側のうち、他方のハンドルに連結部材
が設けられており、この連結部材は、前記操作機構に連結されており、前記他方のハンド
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ルの押しまたは引き操作により前記操作機構が前記作動部材を操作して、ラッチボルトを
後退させるか、後退可能状態に切替えることを特徴とする請求項３に記載の扉錠用ハンド
ル装置である。
【００１３】
　請求項４に記載の発明によれば、扉の室外側または室内側の一方のハンドルにより扉錠
を解錠するための操作機構と作動部材を、他方のハンドルによる扉錠の解錠時にも使用す
ることで、部品数を少なくすることができる。
【００１４】
　さらに、請求項５に記載の発明は、前記第一連動部材および前記作動部材は、扉の前記
他方に設けられた座に回動可能に保持されており、前記一方のハンドルおよび前記他方の
ハンドルは、室内外方向片側へ付勢されており、前記接続部材および前記連結部材には、
室内外方向に長い穴または溝が形成されており、前記接続部材および前記連結部材は、前
記第一連動部材に設けられたピンが前記穴または溝に差し込まれて前記第一連動部材に回
動可能に連結されており、前記一方のハンドルの押しまたは引き操作時には、前記連結部
材が移動することがなく、前記他方のハンドルの押しまたは引き操作時には、前記接続部
材が移動することがないことを特徴とする請求項４に記載の扉錠用ハンドル装置である。
【００１５】
　請求項５に記載の発明によれば、扉の室外側または室内側の一方のハンドルによる扉錠
の解錠時の動作が、他方のハンドルに伝達されることがなく、他方のハンドルが動くこと
がない。また、他方のハンドルによる扉錠の解錠時の動作が、一方のハンドルに伝達され
ることがなく、一方のハンドルが動くことがない。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明のハンドル装置によれば、扉の室外側または室内側の一方のハンドルにより扉錠
を解錠するための機構が扉の他方に設けられることで、扉の一方に設けられる座を小さく
することができる。これにより、見栄えがよく、意匠性に優れた製品とすることができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明のハンドル装置について、図面に基づき詳細に説明する。
　ここでは、本発明のハンドル装置がたとえば玄関扉に適用される場合について説明する
。なお、以下の説明においては、扉が閉鎖した状態において室内外方向を前後方向とし、
扉の幅方向を左右方向とする。
【実施例１】
【００１８】
　図１は、本発明のハンドル装置の実施例１を示す図であり、扉に取り付けた状態を室外
側から見た正面図である。
　図２は、図１中のラッチ錠の正面視の概略縦断面図であり、図３は、そのラッチボルト
を示す斜視図である。
【００１９】
　本実施例１のハンドル装置１は、ラッチ錠２が設けられる扉３に適用される。
　本実施例１のハンドル装置１が取り付けられる扉３は、開き戸形式とされ、たとえば室
外側（図１において手前側）へ開く外開き扉とされる。具体的には、扉３は、略矩形状の
扉枠４の一側端部に、ヒンジ５を介して回動可能に取り付けられている。
【００２０】
　また、本実施例１のラッチ錠２は、いわゆる反転式のラッチ錠とされ、扉３の戸先側端
部に内蔵される錠ケース６と、この錠ケース６に設けられ、錠ケース６の戸先側端面７か
ら出没可能なラッチボルト８と、このラッチボルト８の反転を阻止する上下一対のロッキ
ングピース１９，１９とを主要部に備える。
【００２１】
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　錠ケース６は、矩形箱状とされ、扉３の戸先側端部の上下方向略中央部に取り付けられ
る。具体的には、図２に示すように、錠ケース６は、扉３に埋め込まれると共に、錠ケー
ス６の戸先側端面７に矩形板状のフロント板９が重ね合わされる。そして、フロント板９
を介して扉３の戸先側端部に取付ネジ１０がねじ込まれて、錠ケース６およびフロント板
９が扉３に固定される。
【００２２】
　錠ケース６の戸先側端面７およびフロント板９には、ラッチボルト８が通される貫通穴
１１，１２がそれぞれ形成されている。
【００２３】
　ラッチボルト８は、平面視略菱形とされ、錠ケース６から三角形状に突出して、扉枠４
の戸先側縦枠４ａに設けられた受材１３の受穴１３ａに突入する（図７）。ラッチボルト
８が受材１３の受穴１３ａに突入した状態では、閉扉方向の面が室内側へ行くに従って吊
元側へ傾斜する傾斜面とされ、開扉方向の面が左右方向に沿う係合面とされる。
【００２４】
　図３に示すように、ラッチボルト８の基端部には、上下に対称的に、突出部１４，１４
が一体形成されている。各突出部１４には、左右方向に沿って係合溝１４ａがそれぞれ形
成されている。
　また、ラッチボルト８の基端部の上下方向中央には、傾斜した嵌合凹部１５が形成され
ており、ラッチバネ１７の一端部が円筒材１６を介してはめ込まれている。
【００２５】
　錠ケース６には、戸先側端面７の貫通穴１１を臨むように、断面コ字形のバネ受１８が
設けられ、このバネ受１８とラッチボルト８の嵌合凹部１５との間にラッチバネ１７が設
けられている。
　このラッチバネ１７によって、ラッチボルト８は、その先端部が、常時、錠ケース６の
戸先側端面７の貫通穴１１から突出するよう付勢されている。そして、この付勢力に対抗
して、ラッチボルト８は錠ケース６側へ後退可能とされている。
【００２６】
　錠ケース６内には、ラッチボルト８が受材１３の受穴１３ａに突入した扉３の閉鎖状態
において、ラッチボルト８の反転を阻止するための上下一対のロッキングピース１９，１
９が、ラッチボルト８を挟んだ状態で設けられている。各ロッキングピース１９は、その
略中央部が、錠ケース６の前後壁面間に枢軸２０で揺動自在にそれぞれ枢支されている。
さらに、各ロッキングピース１９の先端部には、係合片２１，２１が対向するように突出
して形成されている。また、枢軸２０には、つる巻きバネ２２がそれぞれ設けられており
、係合片２１がラッチボルト８の係合溝１４ａに常時係合するようにロッキングピース１
９を付勢している。この係合状態時にはラッチボルト８は反転が阻止される。
【００２７】
　また、各ロッキングピース１９の略中央部には、連結片２３，２３が互いに対向するよ
うに突出して形成されており、両連結片２３，２３同士は連結ピン２４により連動して回
動可能に連結されている。
【００２８】
　各ロッキングピース１９の基端部には基端側へ延出して係合部２５がそれぞれ形成され
ている。この係合部２５は、後述する作動部材によって上下動するスライダー２６（第一
スライダー２７、第二スライダー２８）の一部に当接している。
【００２９】
　本実施例では、第一スライダー２７を下動させることで、各ロッキングピース１９が揺
動し、また、第二スライダー２８を上動させることで、各ロッキングピース１９を揺動さ
せるよう構成されている。つまり、一方のロッキングピース１９を、その係合片２１が、
ラッチボルト８の係合溝１４ａとの係合を解除する方向に揺動することにより、連結ピン
２４を介して他方のロッキングピース１９も連動して揺動し、その係合片２１もラッチボ
ルト８の他方の係合溝１４ａから離脱される。このように各ロッキングピース１９の係合
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片２１が、ラッチボルト８の係合溝１４ａから離脱した状態では、ラッチボルト８の反転
が許容され、ラッチボルト８は、開扉時に扉枠４の戸先側縦枠４ａに設けられた受材１３
に当接することで反転すると共に、錠ケース６内に後退可能な状態となる。
【００３０】
　図１に示すように、閉扉され、ハンドルが操作されていない状態においては、ラッチボ
ルト８が扉枠４の戸先側縦枠４ａに設けられた受材１３の受穴１３ａに突入し（図７）、
ロッキングピース１９によりラッチボルト８の反転が阻止されることで、扉３の閉鎖状態
が維持される。
【００３１】
　図４は、図１のハンドル装置を戸先側から見た縦断面図である。
　また、図５は、図４のＡ―Ａ概略断面図、図６は、図４のＢ―Ｂ概略断面図、図７は、
図４のＣ―Ｃ概略断面図である。さらに、図８は、図１のハンドル装置の概略斜視図であ
り、図９は支持部材を示す斜視図であり、（ａ）は室外側から見た図、（ｂ）は室内側か
ら見た図である。
【００３２】
　本実施例１のハンドル装置１は、扉３の室内側または室外側に設けられるハンドル３５
，８３を押しまたは引き操作することでラッチ錠２を解錠するいわゆるプッシュ・プル式
のハンドル装置とされる。
　まず、室内側のハンドル装置１Ａについて説明する。
【００３３】
　室内側のハンドル装置１Ａは、扉３の室内側面に固定される座３１と、座３１に揺動可
能に設けられる支持部材３３と、この支持部材３３に取り付けられるハンドル３５と、ハ
ンドル３５の操作により前記錠ケース６内に設けられたスライダー２６を移動させる第一
作動部材３７とを主要部に備える。
【００３４】
　座３１は、室内側へ開口する略矩形箱状とされる。
　図４に示すように、座３１内には、座３１の両側面３１ａ，３１ａと上下一対の水平な
仕切板３９，３９により囲まれた二つの収容部４１，４１が、上下に離隔して設けられて
おり、この各収容部４１には内フレーム４３がそれぞれ配置されている。
【００３５】
　図８に示すように、内フレーム４３は、板体を屈曲して形成された室内側へ開口する略
矩形の箱形状とされ、その上下面４３ａ，４３ｂは、左右面４３ｃ，４３ｄより室内側へ
延出している。
【００３６】
　内フレーム４３は、図４および図６に示すように、収容部４１内に配置されてその室外
側面４３ｅが座３１の室外側面に当接され、ネジ４５で座３１に固定されている。
　また、図８に示すように、内フレーム４３の上下各面４３ａ，４３ｂには、上下方向に
沿った同一直線上に丸穴４７が貫通して形成されていると共に、この丸穴４７の右側に前
後方向に長い長穴４９が上下方向に沿って貫通して形成されている。
【００３７】
　本実施例１では、この内フレーム４３に、支持部材３３が取り付けられる。
　図９に示すように、支持部材３３は、上下に離隔して配置される二つの取付部５１，５
１と、この取付部５１，５１同士を連結する棒状の連結部５３とを有する。
【００３８】
　取付部５１は、矩形状のブロック体とされ、図６および図９に示すように、その室内側
端部には上下方向に沿って室内側へ開口する溝５５が形成されている。また、取付部５１
には、この溝５５に隣接して、室内側へ開口すると共に、吊元側へ開口する略Ｌ字形の凹
部５７が形成されている。
【００３９】
　取付部５１の室外側端部には、二つの丸穴５９，６１が左右に離隔して上下方向に沿っ
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て貫通して形成されている。なお、取付部５１の室外側端部の上下方向中央部には、左右
方向に沿って室外側へ開口する溝６３が形成されている。
【００４０】
　連結部５３は、断面矩形の棒状とされ、取付部５１，５１の前後方向略中央部同士を連
結するように設けられている。本実施例の支持部材３３は、取付部５１，５１と連結部５
３が一体に形成されており、たとえば鋳造により製作されている。
【００４１】
　支持部材３３は、図４、図６および図８に示すように、各取付部５１，５１の室外側端
部が内フレーム４３，４３にそれぞれ差し込まれる。そして、内フレーム４３の丸穴４７
および支持部材３３の一方の丸穴５９を通るように上下方向に沿って軸６５がはめ込まれ
て、支持部材３３は、軸６５まわりに回動可能に内フレーム４３に保持される。
【００４２】
　また、軸６５には、ねじりコイルばね６７が挿通されている。ばね６７は、その一端部
が内フレーム４３の室外側面４３ｅに当接され、他端部が支持部材３３の取付部５１に当
接されており、図６において、支持部材３３を軸６５まわりに反時計方向（室内側）へ付
勢している。
【００４３】
　また、図６および図８に示すように、内フレーム４３の長穴４９を介して取付部５１の
他方の丸穴６１にガイドピン６９が上下方向に沿ってはめ込まれている。ガイドピン６９
は、取付部５１の丸穴６１に対応しており、支持部材３３が軸６５まわりに回動する際に
取付部５１と共に移動する。この際、ガイドピン６９は、内フレーム４３の長穴４９に沿
って移動し、長穴４９の室内側端部および室外側端部に当接することで、支持部材３３が
内フレーム４３に対して軸６５まわりに一定範囲以上揺動しないように規制している。
【００４４】
　室内側のハンドル３５は、上下方向に長い矩形状の板体とされ、若干湾曲した形状とさ
れる。本実施例１では、ハンドル３５に二つのプレート７１，７１が上下に離隔して取り
付けられており、このプレート７１，７１を介してハンドル３５が支持部材３３に取り付
けられる。
【００４５】
　プレート７１は、図６に示すように、ハンドル３５の室外側面に当接されてネジ７２で
固定される一片７１ａと、この一片７１ａの端縁から室外側へ延出する他片７１ｂとを有
する平面視略Ｌ字形の部材とされる。プレート７１は、その他片７１ｂが取付部５１の凹
部５７にはめ込まれてネジ７３により取付部５１に固定されて、室内側のハンドル３５、
プレート７１および支持部材３３が一体化されている。そして、これらハンドル３５、プ
レート７１および支持部材３３は、座３１に対して軸６５まわりに一体に回動する。
【００４６】
　また、上述したように、軸６５に挿通されたねじりコイルばね６７により支持部材３３
が付勢されており、これに伴ってハンドル３５も軸６５まわりに、図６において反時計方
向（室内側）に付勢されている。なお、座３１の側面３１ａおよび仕切板３９には、ハン
ドル３５が軸６５まわりに回動した際にプレート７１や支持部材３３の連結部５３などが
当接しないように、適宜切欠きが形成されている。
【００４７】
　第一作動部材３７は、図４、図７および図８に示すように、板体を屈曲して形成された
平面視略コ字形材とされ、その開放両端片３７ａ，３７ｂの室外側端部は、下方へ延出し
ている。また、第一作動部材３７の開放両端片３７ａ，３７ｂのうち、一方の端片３７ａ
は、その下端部からさらに室外側へ延出して差込部３７ｃが一体に形成されている。
【００４８】
　第一作動部材３７には、その開放両端片３７ａ，３７ｂの下端部に左右方向に沿って座
３１に保持された軸７５が、回動可能にはめ込まれており、第一作動部材３７は座３１に
軸７５まわりに回動可能に保持されている。
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【００４９】
　また、軸７５には、ねじりコイルばね７７が挿通されている。ばね７７は、その一端部
が、座３１の室外側面に当接され、他端部が第一作動部材３７の中央片３７ｄに当接され
ており、第一作動部材３７を、図４において、軸７５まわりに反時計方向（室内側）に付
勢している。
【００５０】
　このように、第一作動部材３７が座３１に設けられた状態において、第一作動部材３７
の中央片３７ｄは、ばね７７の付勢力により支持部材３３の連結部５３の中途に当接され
ている。また、第一作動部材３７の差込部３７ｃは、錠ケース６の穴６ａを介して第一ス
ライダー２７と第二スライダー２８の間に差し込まれている（図２）。そして、ハンドル
３５が操作されていない初期状態では、第一作動部材３７の差込部３７ｃは略水平に姿勢
が保たれている。
【００５１】
　次に、室外側のハンドル装置１Ｂについて説明する。
　室外側のハンドル装置１Ｂは、扉３の室外側面に固定される座８１と、この座８１に設
けられるハンドル８３と、このハンドル８３に取り付けられる接続部材８５と、この接続
部材８５に連結される操作機構８７と、この操作機構８７に連結され、ハンドル８３の移
動に伴って前記スライダー２６を移動させる第二作動部材８９とを主要部に備える。
【００５２】
　座８１は、略矩形箱状とされ、扉３の室外側面に当接されて固定されている。
　本実施例では、二つの座８１，８１が扉３の室外側面に上下に離隔して設けられている
。なお、室外側の座８１には、図４に示すように、棒状の取付柱９１が一体的に設けられ
ており、この取付柱９１の先端部には、室内側へ開口してネジ穴９１ａが形成されている
。そして、取付柱９１が扉３に前後方向に沿って挿通され、室内側の座３１からネジ９３
がねじ込まれて、室内側および室外側の各座３１，８１が、それぞれ扉３の室内側面およ
び室外側面に固定される。なお、本実施例１では、室外側の二つの座８１，８１は、錠ケ
ース６を挟んだ上側と下側にそれぞれ配置されている。
【００５３】
　ハンドル８３は、断面矩形の棒材とされ、軸線を上下方向に配置した状態で、座８１，
８１同士を架け渡すように設けられる。
【００５４】
　ハンドル８３には、二つの接続部材８５，８５が上下に離隔して設けられている。
　接続部材８５は、ハンドル８３にネジ９５で固定される基部９７と、この基部９７から
室内側へ延出する断面矩形状の柱部９９とを有し、座８１に前後方向に沿って進退可能に
差し込まれている。また、柱部９９は、扉３を前後方向に沿って貫通しており、柱部９９
の先端部は、扉３の室内側に突出して配置されている。
【００５５】
　操作機構８７は、各接続部材８５に回動可能に連結される二つの第一連動部材１０１，
１０１と、この第一連動部材１０１，１０１に回動可能に連結される第二連動部材１０３
とを有する。本実施例では、第一連動部材１０１と第二連動部材１０３とを有する操作機
構８７は、室内側の座３１内に収容されている。
【００５６】
　第一連動部材１０１は、側面視略Ｌ字形の部材とされる。
　具体的には、第一連動部材１０１は、図４、図５および図８に示すように、下方へ開口
するコ字形状部１０５と、このコ字形状部１０５の開放両端片１０５ａ，１０５ａの各室
外側端部から下方へ延出する左右一対の板部１０７，１０７とを有する。
【００５７】
　二つの第一連動部材１０１，１０１は、室内側の座３１内に上下に離隔してそれぞれ配
置される。そして、各第一連動部材１０１には、その板部１０７の上端部に左右方向に沿
って室内側の座３１に保持された軸１０９が、回動可能にはめ込まれ、各第一連動部材１
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０１は室内側の座３１に軸１０９まわりに回動可能に保持される。
【００５８】
　また、各第一連動部材１０１の板部１０７，１０７間に、接続部材８５の柱部９９の先
端部がそれぞれ差し込まれ、左右方向に沿ってピン１１１が挿通されて、第一連動部材１
０１と接続部材８５とがピン１１１により回動可能に連結される。
　これにより、ハンドル８３による室外側方向への引き操作時に、第一連動部材１０１は
軸１０９まわりに回動する。
【００５９】
　第二連動部材１０３は、図４および図８に示すように、上下方向に細長い板体とされ、
その上端部が上側の第一連動部材１０１のコ字形状部１０５の一端片１０５ａに重ね合わ
され、下端部が下側の第一連動部材１０１のコ字形状部１０５の一端片１０５ａに重ね合
わされている。
　そして、第二連動部材１０３の上下各端部が各第一連動部材１０１のコ字形状部１０５
に重ね合わされた状態で、それぞれ左右方向に沿ってピン１１３，１１３が差し込まれ、
第一連動部材１０１と第二連動部材１０３とがピン１１３により回動可能に連結される。
　これにより、ハンドル８３の引き操作による第一連動部材１０１の軸１０９まわりの回
動によって、第二連動部材１０３が連動して下方向へ作動する。
　このような構成の本実施例１の操作機構８７は、第一連動部材１０１と第二連動部材１
０３とを有するリンク機構とされる。なお、第二連動部材１０３は、支持部材３３の取付
部５１の溝５５を通って、上下方向に沿って配置されている。
【００６０】
　また、各軸１０９には、それぞれねじりコイルばね１１５が挿通されている。ばね１１
５は、その一端部が、座３１内に設けられた板材１１７に当接され、他端部がピン１１３
に当接されており、第一連動部材１０１を、図４において軸１０９まわりに時計方向に付
勢している。このばね１１５の付勢力により、第一連動部材１０１の板部１０７が室内側
へ引き込まれており、ひいては接続部材８５を介して室外側のハンドル８３も室内側へ付
勢されている。また、図４において、第一連動部材１０１が軸１０９まわりに時計方向に
付勢されていることで、ハンドル８３が操作されていない状態では、第一連動部材１０１
のコ字形状部１０５は、上方位置に配置され、これに伴って、第一連動部材１０１に連結
された第二連動部材１０３も上方位置に配置されている。
【００６１】
　第二作動部材８９は、略矩形状の板体とされ、第一作動部材３７の左右方向に隣接して
配置されている。第二作動部材８９には、その中間部に室内側の座３１に保持された前記
軸７５が、左右方向に沿って回動可能にはめ込まれており、第二作動部材８９は室内側の
座３１に軸７５まわりに回動可能に保持されている。なお、図示例では、第二作動部材８
９は、その中間部において若干屈曲している。
【００６２】
　第二作動部材８９は、図４および図８に示すように、その一端部８９ａが第二連動部材
１０３の長手方向略中央部に重ね合わされて、ピン１２１により回動可能に連結されてい
る。また、第二作動部材８９の他端部８９ｂは、錠ケース６の穴６ｂを介して第一スライ
ダー２７と第二スライダー２８の間に差し込まれている。本実施例では、室外側の第二作
動部材８９の他端部８９ｂと室内側の第一作動部材３７の差込部３７ｃは左右に離隔して
第一スライダー２７と第二スライダー２８の間に差し込まれている。
【００６３】
　なお、上述したように、ハンドル８３が操作されていない状態では、第二連動部材１０
３は上方位置に配置されており、この状態において第二連動部材１０３に一端部８９ａが
連結された第二作動部材８９の他端部８９ｂは略水平に姿勢が保たれている。
【００６４】
　本実施例１では、室外側のハンドル８３の引き操作時におけるハンドル８３の一定以上
の移動を防止するために、図５および図８に示すように、接続部材８５の柱部９９に、規



(10) JP 2008-308830 A 2008.12.25

10

20

30

40

50

制部材１２３が取り付けられている。規制部材１２３は、板体を屈曲して形成したコ字形
材とされ、接続部材８５の柱部９９の中間部にはめ込まれてネジ１２５で固定されている
。
　これにより、室外側のハンドル８３を引いた際に、規制部材１２３が座８１の室内側面
に当接することで、ハンドル８３の一定以上の移動を防止している。
【００６５】
　図７に示すように、扉３が閉鎖されラッチ錠２のラッチボルト８が受材１３の受穴１３
ａに突入した状態から扉３を開ける場合、室外側から開扉するにはハンドル８３を把持し
て引けばよい。
【００６６】
　室外側のハンドル８３を引くことで、ハンドル８３に固定された接続部材８５，８５が
室外側へ移動し、これに伴って各接続部材８５にピン１１１で連結された各第一連動部材
１０１の板部１０７が室外側へ引っ張られ、第一連動部材１０１は、ばね１１５の付勢力
に対抗して軸１０９まわりに回動する。本実施例１では、各第一連動部材１０１は、図４
において、軸１０９まわりに反時計方向に回動する。
【００６７】
　これにより、各第一連動部材１０１のコ字形状部１０５が、軸１０９まわりに下方へ移
動し、コ字形状部１０５に連結されている第二連動部材１０３も下方へ移動する。第二連
動部材１０３が下方へ移動することで、第二連動部材１０３に連結された第二作動部材８
９が、図４において、軸７５まわりに反時計方向に回動し、その他端部８９ｂが上方へ移
動して錠ケース６内の第二スライダー２８を上方へ押し上げる。
【００６８】
　図２において、第二スライダー２８が上方へ移動することで、ロッキングピース１９が
揺動して、ラッチボルト８と係合片２１との係合が解除される。これにより、ラッチボル
ト８は、後退可能状態つまり開扉方向へ作用する力により受材１３に当接することで反転
すると共に、錠ケース６内へ後退可能な状態となる。
【００６９】
　このように係合が解除された状態で、ハンドル８３をさらに引くことで、ラッチボルト
８が受材１３に当接して反転し、さらにラッチボルト８が受材１３により吊元側へ押し込
まれて錠ケース６内へ後退し開扉が可能とされる。
【００７０】
　なお、開扉後、ハンドル８３から手を放すと、ばね１１５の付勢力により第一連動部材
１０１が回動して、接続部材８５、ハンドル８３、第二連動部材１０３および第二作動部
材８９が初期位置に戻る。
　また、本実施例１では、ハンドル８３に、接続部材８５、第一連動部材１０１および第
二連動部材１０３により平行リンク機構が形成されており、これにより、ハンドル８３は
軸方向を上下方向に沿った状態のまま前後に移動することになる。
【００７１】
　室内側から開扉する場合には、室内側のハンドル３５を室外側へ押し込めばよい。
　室内側のハンドル３５を押すことで、図６において、ハンドル３５と一体化された支持
部材３３が軸６５まわりに回動する。本実施例では、ハンドル３５および支持部材３３は
、図６において、軸６５まわりに時計方向に回動する。支持部材３３が回動することで、
図８において、支持部材３３の連結部５３も室外側へ移動して、第一作動部材３７を押し
込む。これにより、第一作動部材３７は、図４および図８において、軸７５まわりに時計
方向に回動し、その差込部３７ｃが下方へ移動して、錠ケース６内の第一スライダー２７
を下方へ押し下げる。第一スライダー２７が下方へ移動することで、ロッキングピース１
９が揺動してラッチボルト８と係合片２１との係合が解除される。このように解除された
状態で、ハンドル３５をさらに室外側へ押し込むことで、ラッチボルト８が受材１３に当
接して反転し、さらに錠ケース６内へ後退して開扉が可能とされる。
【００７２】
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　本実施例では、室外側のハンドル８３に接続される操作機構８７が室内側の座３１内に
収容されることで、室外側の座８１を小さくすることができる。したがって、例えば座８
１の幅寸法（左右寸法）を小さくすることによって、ハンドル８３が細い場合でもハンド
ル８３から座８１がはみ出ることがない。
　また、扉面（室外側面）からの座８１の突出量を小さくすることもでき、全体として極
めてコンパクトで見栄えのよい意匠性に優れた製品とすることができる。
【実施例２】
【００７３】
　図１０は、本発明のハンドル装置の実施例２を示す図であり、扉に取り付けられた状態
を戸先側から見た縦断面図である。また、図１１は、図１０の一部拡大図であり、図１２
は、図１０のハンドル装置の概略斜視図である。
【００７４】
　本実施例２のハンドル装置１は、前記実施例１のハンドル装置１と同様、ラッチ錠２が
設けられる扉３に適用され、扉３の室内側または室外側に設けられるハンドル１３１，８
３を押しまたは引き操作することでラッチ錠２を解錠するいわゆるプッシュ・プル式のハ
ンドル装置とされる。
【００７５】
　まず、室外側のハンドル装置１Ｂについて説明する。なお、室外側のハンドル装置１Ｂ
は、基本的には前記実施例１と同様の構成であるので、異なる部分を中心に説明し、同じ
部材には、同じ符号を付して説明する。
【００７６】
　室外側のハンドル装置１Ｂは、扉３の室外側面に固定される二つの座８１，８１と、こ
の座８１，８１同士を架け渡すように設けられるハンドル８３と、このハンドル８３に取
り付けられる接続部材８５と、この接続部材８５に連結される操作機構８７と、この操作
機構８７に連結され、ハンドル８３の操作に伴って前記スライダー２６を移動させる第三
作動部材１３３とを主要部に備える。
【００７７】
　座８１には、前記実施例１と同様に取付柱９１が設けられており、図１０および図１１
に示すように、この取付柱９１に室内側の座１３５からネジ９３がねじ込まれて、室内側
および室外側の各座１３５，８１が、それぞれ扉３の室内側面および室外側面に固定され
る。
【００７８】
　ハンドル８３には、前記実施例１と同様に、二つの接続部材８５，８５が上下に離隔し
て設けられている。本実施例２では、接続部材８５の柱部９９は、丸棒状とされ、その先
端部には直径方向両端部が平行に切り欠かれて平坦面が形成されており、先端部は断面略
小判形状とされている。
【００７９】
　また、柱部９９の先端部には、前後方向に長い長穴９９ａが左右方向に貫通して形成さ
れている。接続部材８５は、座８１に前後方向に沿って進退可能に差し込まれて、柱部９
９は、扉３を前後方向に沿って貫通しており、柱部９９の先端部は、扉３の室内側に突出
して配置されている。
【００８０】
　操作機構８７は、各接続部材８５に回動可能に連結される二つの第一連動部材１０１，
１０１と、この第一連動部材１０１，１０１に回動可能に連結される第二連動部材１０３
とを有する。本実施例２においても、第一連動部材１０１と第二連動部材１０３とを有す
る操作機構８７は、室内側の座１３５内に収容されている。
【００８１】
　第一連動部材１０１，１０１は、前記実施例１と同様に、室内側の座１３５に軸１０９
まわりに回動可能に保持されている。本実施例２では、各第一連動部材１０１の板部１０
７，１０７間に、接続部材８５の柱部９９の先端部がそれぞれ差し込まれた状態で、板部
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１０７，１０７間にピン１１１が左右方向に沿って接続部材８５の長穴９９ａを通るよう
にはめ込まれる。これにより、第一連動部材１０１と接続部材８５とがピン１１１により
回動可能に連結される。
【００８２】
　また、本実施例２では、ピン１１１の左右両端部１１１ａ，１１１ｂは、図１２に示す
ように、板部１０７，１０７から左右方向外側へ突出している。さらに、ピン１１１は、
接続部材８５の長穴９９ａに沿って移動可能とされる。
【００８３】
　本実施例２の第二連動部材１０３は、図１０に示すように、上下方向に細長い板体とさ
れ、その板面を扉３の戸先側端面と平行に配置される。また、第二連動部材１０３の上下
端部１０３ａ，１０３ｂは、室内側へ直角に延出している。さらに、第二連動部材１０３
の中途には、室内側へ突出して略矩形状の突出部１０３ｃが形成されている。
【００８４】
　第二連動部材１０３は、前記実施例１と同様に、その上下各端部１０３ａ，１０３ｂが
各第一連動部材１０１のコ字形状部１０５の一端片１０５ａに重ね合わされ、それぞれ左
右方向に沿ってピン１１３，１１３が差し込まれて、第一連動部材１０１と第二連動部材
１０３とがピン１１３により回動可能に連結される。
　これにより、ハンドル８３の引き操作による第一連動部材１０１の軸１０９まわりの回
動によって、第二連動部材１０３が連動して下方向へ作動する。
【００８５】
　また、前記実施例１と同様に、各軸１０９に挿通されるねじりコイルばね１１５により
、第一連動部材１０１は、図１０および図１１において軸１０９まわりに時計方向に付勢
されている。
【００８６】
　第三作動部材１３３は、略矩形状の板体とされる。第三作動部材１３３の中間部には、
室内側の座１３５に保持された軸１３７が左右方向に沿って回動可能にはめ込まれており
、第三作動部材１３３は室内側の座１３５に軸１３７まわりに回動可能に保持されている
。なお、図示例では、第三作動部材１３３は、その中間部において若干屈曲している。
【００８７】
　また、第三作動部材１３３は、図１０、図１１および図１２に示すように、その一端部
１３３ａが第二連動部材１０３の突出部１０３ｃに重ね合わされて、ピン１３９により回
動可能に連結されている。また、第三作動部材１３３の他端部１３３ｂは、錠ケース６の
穴６ａ（６ｂ）を介して第一スライダー２７と第二スライダー２８の間に差し込まれてい
る。
【００８８】
　ハンドル８３が操作されていない状態では、ばね１１５の付勢力により、第二連動部材
１０３は上方位置（図１０～図１２に示す状態）に配置されており、この状態において第
二連動部材１０３に一端部１３３ａが連結された第三作動部材１３３の他端部１３３ｂは
、略水平に姿勢が保たれている。
【００８９】
　本実施例２では、前記実施例１と同様に、室外側のハンドル８３の引き操作時における
ハンドル８３の一定以上の移動を防止するために、図１０および図１１に示すように、接
続部材８５の柱部９９に、規制部材１２３が取り付けられている。本実施例２の規制部材
１２３は、円筒形状とされ、接続部材８５の柱部９９にはめ込まれて、柱部９９の中間部
においてネジ１２５で固定されている。これにより、室外側のハンドル８３を引いた際に
、規制部材１２３が座８１の室内側面に当接することで、ハンドル８３の一定以上の移動
を防止している。
【００９０】
　また、本実施例２では、室外側の座８１内に円筒状の保持部材１４１が固定されており
、この保持部材１４１の内穴に接続部材８５の柱部９９が通されている。保持部材１４１
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には、径方向外側へ拡径してツバ部１４１ａが形成されている。この保持部材１４１のツ
バ部１４１ａと規制部材１２３との間には、柱部９９に挿通されたコイルバネ１４３が配
置されている。そして、このコイルバネ１４３は、規制部材１２３を室内側へ付勢してお
り、これに伴って室外側のハンドル８３が室内側へ付勢されている。
【００９１】
　次に、室内側のハンドル装置１Ａについて説明する。
【００９２】
　図１３は、図１０のＤ―Ｄ概略断面図、図１４は、図１０のＥ―Ｅ概略断面図、図１５
は、図１０のＦ―Ｆ概略断面図である。また、図１６は、座カバーを示す斜視図であり、
（ａ）は室外側から見た図、（ｂ）は室内側から見た図である。さらに、図１７（ａ）は
、図１１のＧ－Ｇ概略断面図、（ｂ）は図１１のＨ－Ｈ概略断面図であり、それぞれ室内
側の一部のみを示している。
【００９３】
　室内側のハンドル装置１Ａは、扉３の室内側面に固定される座１３５と、この座１３５
に設けられるハンドル１３１と、このハンドル１３１に取り付けられる連結部材１４５と
を主要部に備える。
【００９４】
　座１３５は、前記実施例１の室内側の座３１と同様に、室内側へ開口する略矩形箱状と
される。ハンドル１３１は、矩形状の中空の棒材とされ、軸線を上下方向に配置した状態
で設けられる。
【００９５】
　連結部材１４５は、図１１、図１２および図１４に示すように、室外側へ開口する平面
視コ字形のブロック体とされ、本実施例２では、ハンドル１３１に二つの連結部材１４５
，１４５が上下に離隔して設けられる。連結部材１４５の開放両端片１４５ａ，１４５ａ
には、それぞれ左右方向外側へ突出して係止部１４７，１４７が形成されている。また、
連結部材１４５の開放両端片１４５ａ，１４５ａには、その室外側端部の上下方向中央部
に、それぞれ室外側へ開口する溝１４９，１４９が左右方向に沿って形成されている。
【００９６】
　連結部材１４５は、座カバー１５１の穴１５５に通された状態で、ハンドル１３１に固
定される。座カバー１５１は、図１６に示すように、室外側へ開口する平面視略コ字形材
とされ、その左右方向および上下方向の外寸法は座１３５の各内寸法に対応している。ま
た、座カバー１５１の開放両端片１５１ａ，１５１ａの上下各端部は、側面視において室
外側へ行くに従って先細りとなる略台形状に突出し、さらに矩形状に突出している。
【００９７】
　座カバー１５１の開放両端片１５１ａ，１５１ａの上下端部には、それぞれ室外側へ開
口するコ字形の溝１５３が左右方向に沿って形成されている。また、座カバー１５１の中
央片１５１ｂの上下端部には、それぞれ矩形状の穴１５５が前後方向に貫通して形成され
ている。
【００９８】
　座カバー１５１の中央片１５１ｂの各穴１５５の上方位置には、図１１および図１６に
示すように、それぞれ室外側へ凹んで円形の凹部１５７が形成されている。また、座カバ
ー１５１の中央片１５１ｂの各穴１５５の下方位置には、図１１および図１６に示すよう
に、それぞれ室外側へ凹んで円柱形の凹部１５９が形成されており、この凹部１５９の底
部には、室内側へ突出して短円柱状の突起部１６１が形成されている。
【００９９】
　連結部材１４５，１４５は、座カバー１５１の開放両端片１５１ａ，１５１ａ間に上下
に離隔して配置されて、その室内側端部が座カバー１５１の各穴１５５に差し込まれると
共に、開放両端片１４５ａ，１４５ａの係止部１４７，１４７が座カバー１５１の溝１５
３，１５３にそれぞれ通される。なお、本実施例２では、図１４に示すように、座カバー
１５１の開放両端片１５１ａ，１５１ａと連結部材１４５との間に、それぞれ樹脂製また
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は金属製の板材１６２，１６２が配置されており、座カバー１５１に対して連結部材１４
５が摺動し易くしている。
【０１００】
　各連結部材１４５は、座カバー１５１の穴１５５に差し込まれた状態で、その中央片１
４５ｂにハンドル１３１が当接されて、ネジ１６３により連結部材１４５にハンドル１３
１が固定される。
【０１０１】
　このように、座カバー１５１とハンドル１３１が取り付けられた連結部材１４５は、室
内側の座１３５に差し込まれ、座カバー１５１も座１３５内にはめ込まれる。
　この際、図１４に示すように、連結部材１４５の開放両端片１４５ａ，１４５ａ間に第
一連動部材１０１の板部１０７，１０７および接続部材８５の柱部９９の先端部が配置さ
れる。そして、連結部材１４５の開放両端片１４５ａ，１４５ａの各溝１４９内にピン１
１１の各端部１１１ａ，１１１ｂが配置される。本実施例２では、連結部材１４５は、接
続部材８５と同じ高さ位置に配置され、接続部材８５と連結部材１４５は前後方向に沿っ
て配置される。
【０１０２】
　なお、本実施例２では、座１３５の両側面に前後方向に沿って矩形状の溝（不図示）が
形成されており、座カバー１５１の開放両端片１５１ａ，１５１ａにも前後方向に沿って
矩形状の溝１５１ｃがそれぞれ形成されている。そして、座１３５に座カバー１５１が取
り付けられる際、これらの溝同士が重なるように座カバー１５１を座１３５に対してスラ
イドさせてはめ込むことで、座カバー１５１の位置決めが自動的に行われて取り付けられ
る。
【０１０３】
　座カバー１５１が座１３５にはめ込まれた状態で、座１３５の両側面から座カバー１５
１へネジ（不図示）がねじ込まれて、座１３５に座カバー１５１が固定される。
　このように、座１３５に座カバー１５１が取り付けられた状態において、連結部材１４
５は、前後方向に沿って移動可能とされるが、その係止部１４７が座カバー１５１の溝１
５３の室内側端部に当接することで、室内側への一定以上の移動が規制されている。
【０１０４】
　本実施例２では、座カバー１５１の前記凹部１５７に円柱状の弾性材１６５がはめ込ま
れており、弾性材１６５は室内側へ突出している。これにより、ハンドル１３１が操作さ
れた際に、ハンドル１３１が座１３５や座カバー１５１に当たることなく弾性材１６５に
当たることで、緩衝材として機能すると共に、衝突音を減音することができる。なお、弾
性材１６５には、各種ゴムや発泡体を使用することができる。
【０１０５】
　また、本実施例２では、座カバー１５１の前記短円柱状の突起部１６１にコイルバネ１
６７の一端部がはめ込まれている。そして、バネ１６７の他端部は、ハンドル１３１に固
定された室外側へ開口する筒体１６９内にはめ込まれており、バネ１６７は、ハンドル１
３１を室内側へ付勢している。
【０１０６】
　このような構成の本実施例２のハンドル装置は、各ハンドル１３１，８３が操作されて
いない状態では、ピン１１１が接続部材８５の長穴９９ａの室内側端部に当接されている
。
【０１０７】
　図１５に示すように、扉３が閉鎖されラッチ錠２のラッチボルト８が受材１３の受穴１
３ａに突入した状態から扉３を開ける場合、室外側から開扉するにはハンドル８３を把持
して引けばよい。
【０１０８】
　室外側のハンドル８３を引くことで、ハンドル８３に固定された接続部材８５，８５が
室外側へ移動し、これに伴って各接続部材８５にピン１１１で連結された各第一連動部材
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１０１の板部１０７が室外側へ引っ張られ、第一連動部材１０１は、ばね１１５の付勢力
に対抗して軸１０９まわりに回動する。本実施例２では、各第一連動部材１０１は、図１
０および図１１において、軸１０９まわりに反時計方向に回動する。この際、ピン１１１
は、室内側の連結部材１４５の溝１４９に沿って移動することで、室内側の連結部材１４
５およびハンドル１３１は移動しない。
【０１０９】
　そして、第一連動部材１０１が回動することで、各第一連動部材１０１のコ字形状部１
０５が、軸１０９まわりに下方へ移動し、コ字形状部１０５に連結されている第二連動部
材１０３も下方へ移動する。第二連動部材１０３が下方へ移動することで、第二連動部材
１０３に連結された第三作動部材１３３が、図１０および図１１において、軸１３７まわ
りに反時計方向に回動し、その他端部１３３ｂが上方へ移動して錠ケース６内の第二スラ
イダー２８を上方へ押し上げる。
【０１１０】
　これにより、前記実施例１と同様に、ロッキングピース１９が揺動して、ラッチボルト
８と係合片２１との係合が解除され、このように係合が解除された状態で、ハンドル８３
をさらに引くことで、ラッチボルト８が受材１３に当接して反転し、さらにラッチボルト
８が受材１３により吊元側へ押し込まれて錠ケース６内へ後退し開扉が可能とされる。
【０１１１】
　なお、開扉後、ハンドル８３から手を放すと、ばね１１５およびバネ１４３の付勢力に
より第一連動部材１０１が回動して、接続部材８５、ハンドル８３、第二連動部材１０３
および第三作動部材１３３が図１０～図１２に示す状態に戻る。
【０１１２】
　扉３が閉鎖された状態において、室内側から開扉する場合には、室内側のハンドル１３
１を室外側へ押し込めばよい。室内側のハンドル１３１を押すことで、ハンドル１３１に
固定された連結部材１４５が室外側へ移動する。これに伴って、連結部材１４５の溝１４
９内に両端部１１１ａ，１１１ｂが配置されたピン１１１が室外側へ押し込まれ、ピン１
１１が設けられた各第一連動部材１０１の板部１０７が室外側へ押し込まれる。これによ
り、第一連動部材１０１は、ばね１１５の付勢力に対抗して軸１０９まわりに回動する。
本実施例２では、各第一連動部材１０１は、図１０および図１１において、軸１０９まわ
りに反時計方向に回動する。この際、ピン１１１は、室外側の接続部材８５の長穴９９ａ
に沿って移動することで、室外側の接続部材８５およびハンドル８３は移動しない。
【０１１３】
　第一連動部材１０１が回動することで、各第一連動部材１０１のコ字形状部１０５が、
軸１０９まわりに下方へ移動し、コ字形状部１０５に連結されている第二連動部材１０３
も下方へ移動する。第二連動部材１０３が下方へ移動することで、第二連動部材１０３に
連結された第三作動部材１３３が、図１０および図１１において、軸１３７まわりに反時
計方向に回動し、その他端部１３３ｂが上方へ移動して錠ケース６内の第二スライダー２
８を上方へ押し上げる。
【０１１４】
　これにより、ロッキングピース１９が揺動して、ラッチボルト８と係合片２１との係合
が解除され、このように係合が解除された状態で、ハンドル１３１をさらに押すことで、
ラッチボルト８が受材１３に当接して反転し、さらにラッチボルト８が受材１３により吊
元側へ押し込まれて錠ケース６内へ後退し開扉が可能とされる。
【０１１５】
　なお、開扉後、ハンドル１３１から手を放すと、ばね１１５およびバネ１６７の付勢力
により第一連動部材１０１が回動して、連結部材１４５、ハンドル１３１、第二連動部材
１０３および第三作動部材１３３が初期位置に戻る。
　また、本実施例２では、ハンドル１３１に、連結部材１４５、第一連動部材１０１およ
び第二連動部材１０３により平行リンク機構が形成されており、これにより、ハンドル１
３１は垂直状態を保ったまま前後に移動することになる。
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【０１１６】
　本実施例２では、前記実施例１と同様に、室外側のハンドル８３用の操作機構８７が室
内側の座１３５内に設けられることで、室外側の座８１を小さくすることが可能となる。
　また、本実施例２では、室内側のハンドル装置１Ａの連結部材１４５が、室外側のハン
ドル装置１Ｂの操作機構８７に連結されており、操作機構８７および第三作動部材１３５
が室外側のハンドル８３の操作および室内側のハンドル１３１の操作の両方に共通して使
用されることで、部品数が少なくてすみ、コンパクトな構成とできる。しかも、本実施例
２では、操作機構８７を作動させるピン１１１を共通に利用することで、さらに部品数を
少なくすることができる。
【０１１７】
　本発明のハンドル装置は、上記各実施例の構成に限らず、適宜変更可能である。
　たとえば、上記各実施例では、ラッチ錠としていわゆる反転式のラッチ錠を用いたが、
反転しない構造でかつ作動部材の移動に伴って、ラッチボルトを直接的に後退させる構造
のものを使用してもよい。また、上記各実施例では、室外側の座を小さくする構成とした
が、室内側の座を小さくするようにしても構わない。すなわち、上記各実施例では、ハン
ドル８３が設けられる側を室外側としたが、これとは逆に当該ハンドル８３が設けられる
側を室内側として構わない。
【０１１８】
　さらに、上記各実施例では、扉の室外側面に二つの座を設けたが、細長い一つの座とし
てもよい。また、操作機構の構成も適宜変更可能である。たとえば、上記各実施例では、
二つの第一連動部材と一つの第二連動部材とから構成されたが、連動部材の数は増減可能
であり、形状も変更してもよい。また、上記各実施例では、第一連動部材や作動部材は、
座に保持されているが、扉や他の部材に回動可能に保持するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１１９】
【図１】本発明のハンドル装置の実施例１を示す図であり、扉に取り付けた状態を室外側
から見た正面図である。
【図２】図１中のラッチ錠の正面視の概略縦断面図である。
【図３】図２のラッチボルトを示す斜視図である。
【図４】図１のハンドル装置を戸先側から見た縦断面図である。
【図５】図４のＡ―Ａ概略断面図である。
【図６】図４のＢ―Ｂ概略断面図である。
【図７】図４のＣ―Ｃ概略断面図である。
【図８】図１のハンドル装置の概略斜視図である。
【図９】支持部材を示す斜視図であり、（ａ）は室外側から見た図、（ｂ）は室内側から
見た図である。
【図１０】本発明のハンドル装置の実施例２を示す図であり、扉に取り付けられた状態を
戸先側から見た縦断面図である。
【図１１】図１０の一部拡大図である。
【図１２】図１０のハンドル装置の概略斜視図である。
【図１３】図１０のＤ―Ｄ概略断面図である。
【図１４】図１０のＥ―Ｅ概略断面図である。
【図１５】図１０のＦ―Ｆ概略断面図である。
【図１６】座カバーを示す斜視図であり、（ａ）は室外側から見た図、（ｂ）は室内側か
ら見た図である。
【図１７】（ａ）は、図１１のＧ－Ｇ概略断面図、（ｂ）は図１１のＨ－Ｈ概略断面図で
あり、それぞれ室内側の一部のみを示している。
【符号の説明】
【０１２０】
　　１　ハンドル装置
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　　２　ラッチ錠
　　３　扉
　　８　ラッチボルト
　３１　座
　３５　ハンドル
　８１　座
　８３　ハンドル
　８５　接続部材
　８７　操作機構
　８９　第二作動部材
１０１　第一連動部材
１０３　第二連動部材
１３３　第三作動部材
１４５　連結部材
１３１　ハンドル
１３５　座

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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